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2010年に建築物は世界のエネルギーの
約32%を消費
このままの状態が続けば、

2050年までに2～3倍になると予想

世界的にも建築物の対策は最重要

2015年 環境省 IPCC 第5次評価報告書の概要－第3作業部会（気候変動緩和）

住宅・建築は寿命が長いため
ロックインする前に迅速な対応が必要

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）
第5次評価報告書
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世界共通の長期目標として2℃目標のみなら
ず1.5℃への言及
主要排出国を含むすべての国が削減目標を５
年ごとに提出・更新すること、共通かつ柔軟
な方法でその実施状況を報告し、レビューを
受けること

COP21（パリ協定）2015年12月13日

2015年 環境省 国連気候変動枠組条約第21回締約国会議資料から引用
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日本は，2030年までに2013年比26%の削減
目標→本当に削減する必要がある
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省エネ目標5,035万kLの内訳は？

資源エネルギー庁長期エネルギー需給見通し（2015年），エネルギー白書2015から作成
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住宅，業務部門で47%の削減＝大きな期待

2013年使用
割合 削減量 削減割合

（％）
産業部門 44.4％ 1,042 21
運輸部門 23.1% 1,607 32
業務部門 18.1％ 1,226 24
家庭部門 14.4％ 1,160 23

5,035
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東京都環境審議会
2015年2月19日（金） 環境基本計画のあり方について（答申）

2030年までに2000年比で
30% 温室効果ガス削減
38％ エネルギー消費量削減
30％ 再生可能エネルギー

・東京都は日本の約5％のCO2排出（2013年）
・業務用が約4割と大きい
→スマートエネルギー都市の実現

http://www.metro.tokyo.jp/INET/KONDAN/2016/02/DATA/40q2j101.pdf
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Green Building ー Brown Building
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• 企業がオフィス選びをするプロセスとポイントをヒアリング。
• 多くの企業のオフィス選びのプロセスは２段階で行われる。
第1段階：必要条件を提示して候補建物の絞り込みを実施
第2段階：決定条件に近い建物を相対評価で選定

オフィス選びに必要な情報
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必要条件 必要条件／決定条件 決定条件
賃料 環境配慮 外観
エリア 省エネルギー 使いやすさ
空調設備・電源容量 環境共生 共用部
耐震構造 免震・制震 喫煙室
OAフロア BCP リフレッシュコーナー
光ファイバー 非常時備蓄 貸し会議室
床荷重
セキュリティ

湯澤，久保，本堂，堀川，田辺，松岡，テナント志向の建物指標の開発第1報 評価指標の必要性と評価項目の提案，第2報 建物評価
の詳細と評価結果，日本建築学会大会学術講演梗概集，pp.27-30，2014年
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テナントオフィスのピクトグラムの提案



事務機器等エネルギー消費量※ １ EETC

＋

＋

暖冷房エネルギー消費量 EsAC

換気エネルギー消費量 EsV

照明エネルギー消費量 EsL

給湯エネルギー消費量 EsHW

昇降機エネルギー消費量 EsEV

＋

②設計仕様 （省エネ手法を加味）

①共通条件（地域区分、室用途、床面積等）

EAC

EV

EL

EHW

＋

＋

設
備
効
率
の
向
上

 評価対象となる建築物において、①共通条件の下、②設計仕様（設計した省エネ手法を加味）で算定した値（設計一次エ
ネルギー消費量）を、③基準仕様で算定した建築設備（暖冷房、換気、照明、給湯、昇降機）に係る一次エネルギー消費量
を、事務機器等に係る一次エネルギー消費量を足した値（基準一次エネルギー消費量）で除した値が1以下となることを基
本とする。

ET ÷ EsT ≦ １

• 外皮の断熱化
• 日射の遮蔽

• エアフローウィンドウ・
ダブルスキンの採用

• 熱交換換気の採用

• 昼光利用

• タスク＆アンビエント
照明の採用

• 節湯型器具の採用
• 太陽熱温水器の設置

空調エネルギー消費量

換気エネルギー消費量

照明エネルギー消費量

給湯エネルギー消費量

太陽光発電による再生可
能エネルギー導入量等※２

－

•太陽光発電設備等の設置

＜負荷の削減＞＜効率化＞

＜エネルギーの創出＞

ET 設計一次エネルギー消費量基準一次エネルギー消費量 EsT

EEV 昇降機エネルギー消費量

＋

建築物の一次エネルギー消費量基準の考え方

•事務機器等の省エネ手法は考慮しない
EETC事務機器等エネルギー消費量※１

＋＋

ES

③
基
準
仕
様

＋ ＋

10国土交通省社会資本整備審議会・建築環境部会：http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s203_kenntikukannkyou.html
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 住宅・建築物の省エネ性能評価制度
（EPC: Energy Performance 
Certificate）は2006年から施行さ
れており、市場に浸透

 新築、売買、賃貸借時に建物オー
ナーが取引相手に対して省エネ性能
評価書を提示（義務）

 25の用途（オフィスビル、店舗な
ど）、20の活動（執務室、倉庫な
ど）ごとに評価

 エネルギー性能は、原則的に設計段
階における予測値により評価される

省エネ性能評価制度（EPC）

注釈）①省エネ基準で規定しているCO2排出のみ対象
②平均値は1995年までの約30年間の
エネルギー消費データに基づき設定
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国名 評価方法

スウェーデン 計画時の評価/運用時の評価
フィンランド 計画時の評価
イギリス 計画時の評価/運用時の評価
デンマーク 計画時の評価/運用時の評価
オランダ 計画時の評価
ベルギー 計画時の評価/運用時の評価
ポルトガル 計画時の評価
スペイン 計画時の評価
フランス 計画時の評価/運用時の評価
ドイツ 計画時の評価/運用時の評価

ポーランド 計画時の評価/運用時の評価
チェコ 計画時の評価

オーストリア 計画時の評価
イタリア 計画時の評価

主要国のEPC評価方法

A review of the implementation of the Energy Performance Certification Scheme in Europe, Marina 
Economidou, Expert in Energy Efficiency IEA, Paris, November 2011
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英国のEPCサービス会社のHP

http://www.easyepc.org/commercial-epc.html
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EPC申請コストと罰則
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非住宅の評価費用は，1～2ユーロ/m2

国によっては5ユーロ/m2

費用のばらつきの原因は不明であるが，
国の経済力とは無関係

罰則がある国とない国がある

Book: 2016 – Implementing the Energy Performance of Buildings Directive (EPBD) , January 2016から引用
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 省エネ性能表示制度
（DEC: Display Energy Certificate）は、
運用時のエネルギー消費について

ベンチマークにより省エネの度合いを格
付けする制度（公共施設は義務）

 建築物の運用管理の指標となる

 EPCと異なり、省エネ基準で
規定していないCO2排出
（OA機器、厨房など）も含めた評価

省エネ性能表示制度（DEC）：運用時

注釈）①省エネ基準で規定していないCO2排出も対象
②平均値は1995年までの約30年間の
エネルギー消費データに基づき設定

D  ランク(100点)：既存建築物の平均値
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 1992年に米国の環境保護庁
（EPA）と米国エネルギー省
（DOE）が共同で開発した、
製品、機器、住宅、業務ビル
の省エネ性能ラベリング制度

 ESPMと呼ばれるエネルギー
使用量の管理ツールにより建
物用途・運用特性・エネルギ
ーデータを基に評価

評価結果は、1～100で表示
される

Energy Star

22

Energy Star取得建物一覧の例Energy Star HPから引用



LEED and ENERGY STAR

23 23



Department of Architecture, WASEDA University

Energy Star 取得ビルの状況
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Energy Star Data Trendsから引用
http://www.energystar.gov/index.cfm?c=business.bus_energy_star_snapshot
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米国環境保護局（USEPA）の
Energy Starプログラムと協働
で開発され、住宅をのぞく新築、
既存の全建物を格付けする制度

設計時における格付け、運用時に
おける格付けを別々に想定してい
る

設計時にはエネルギー消費量の予
測値を、運用時には 12～18カ月
分のエネルギー消費量の実績値に
より評価・格付け

BEQ

25

ASHRAE HPから引用
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省エネ性能と不動産価値
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Energy Star を得ている建築物は、得ていない同等の
建築物より、財務的なパフォーマンスが大幅に良い。
市場価値は 13.5%高く、水光熱費は 10%低く、単位
面積当たりの収入は 5.9%高い，賃料は 4.8%高い，
稼働率も 1%高い

オーストリア．ウイーンのおけるデータ解析を行った
ところ，EPC一段階の改善は，8% 販売価格を
4.4%賃貸価格を向上させた．

UNEP FI Investor Briefing, Commercial Real Estate Unlocking the energy efficiency retrofit investment opportunity, 2014

European Commission (DG Energy), Energy Performance Certificates in Buildings and Their Impact on Transaction Prices 
and Rents in Selected EU Countries, 2013



Department of Architecture, WASEDA University

Green Buttonとは

• エネルギーデータのフォーマットと通信を規格化
• 顧客が自身の電力利用状況を確認できるようにし、
第三者のサービスプロパイダとのデータ共有を
可能にする方策

顧客は自身のポータルサイトからXMLとして
データのダウンロードが可能
権限を与えることでサービスプロパイダも
グリーンボタンデータへのアクセスが可能

アメリカ

http://www.greenbuttondata.org/ 27
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建物名

Energy Starの
レーティング

• 最新記録日
• ここ10日の電力消費量
• 月積算エネルギー消費量
• ダウンロードできるデータ

月積算エネルギー消費量
・エネルギーコスト
・ガス使用量
・電気使用量

Green Button(米国公共建築の事例)

http://www.buildsmartdc.com/
28



Tanabe Laboratory, Department of Architecture, WASEDA University

Copyright © 2015 一般社団法人建築設備技
術者協会 All Rights Reserved.

29

建物情報

所在地

Green Button(米国公共建築の事例)


